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【前提条件】
戦後７７年が経ち、戦争体験者の証言を直に聞くことが出来なくなることから、体験者の証言
を収集・記録し、次世代へ正しく継承する最後のタイミングとして３２軍壕の保存・公開は歴
史的な取組として、進めることが必要である。（P1･L16～18）
３２軍壕の保存・公開を求める県民の声が高まる中で、沖縄県が実施した基礎調査や詳細調査
等から現状のまま壕を公開することは困難であり、３２軍壕の公開にあたっては、何らかの対
策を講じる必要がある。また、実現可能な公開に向けては、費用や財源の検討もあわせて行う
必要がある。（P2･L3～5，L9）
戦争遺跡としての文化財指定の取組を進めながら、段階的な追加指定も検討していく必要があ
る。（P2･L16～17）
３２軍壕の第１坑口及び第５坑口の保存・公開に向けた取組を優先的に進めながら、詳細調査
の結果を踏まえ、安全性を確保しつつ段階的な壕の保存・公開に向け取り組むことが必要であ
る。（P2･L25～27）
詳細調査の結果や関係機関との協議結果に基づき、段階的な整備・公開の方針を立てる必要が
ある。整備方針作成の際には、工法パターンとともに初期費用や維持費等の整備に要する財源
もあわせて検討することが必要である。（P6･L10～13）

【議論していただきたい点】
●前提条件を踏まえたうえで、時間・費用等を効果的に充てるため、以下の４つの視点を踏まえ、
段階的に調査を進めることとしたい。

立地・周辺環境 発信効果 費用等安全性
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保存・公開に向けた調査実施の優先度の設定について

箇所・区間 立地・周辺環境 安全性 発信効果 費用

A 早期整備が求められる区間 第５坑口（優先事項） 県有地（取得予定）
坑口の形状を維持しており、
崩落の危険が低い

出入り口
・考古学的調査（文化財指定）
・土地の取得費用
・公開にかかる整備費用

第１坑口（優先事項）
県有地
県文化財指定区域

位置の特定に至っていない
が、安全対策が容易で危険性
が低い

出入り口
・物理的調査（実施中）
・考古学的調査（文化財指定）
・公開にかかる整備費用

第１坑道（スロープ部）
（優先事項）

県有地
首里城城壁
県道49号線
国文化財指定区域

米軍未調査区間であり不確実
性が高い

進入路
・物理的調査（実施中）
・考古学的調査（文化財指定）
・公開にかかる整備費用

第１坑道（中心部）
（優先事項）

国有地
県有地
首里城の城壁
首里城城郭内
木曳門
国文化財指定区域

米軍調査実施時入坑可

参謀室
作戦室
将校室
通信隊室
歩兵部隊室
第24師団司令部

・物理的調査（現状把握）
・考古学的調査（文化財指定）
・公開にかかる整備費用

第２坑道

県有地
小学校用地
県道49号線
国文化財指定区域

調査員の入坑可
・酸素欠乏あり
・坑壁崩落あり

副司令官室
作戦室
偵察隊
無線室
観測室

・物理的調査（実施中）
・考古学的調査（文化財指定）
・公開にかかる整備費用

第３坑道

県有地
小学校用地
守礼門
国文化財指定区域

調査員の入坑可
・酸素欠乏あり
・坑壁崩落あり

司令長官室
参謀室

・物理的調査（実施中）
・考古学的調査（文化財指定）
・公開にかかる整備費用

第５坑道（階段部以外）
県有地 （取得予定）
民有地
那覇市道

調査員の入坑可
・酸素欠乏あり
・坑壁崩落あり

将校室
海軍基地隊司令長官室
女性達の部屋、台所

・物理的調査（実施中）
・考古学的調査（文化財指定）
・土地の取得費用
・公開にかかる整備費用

第１坑道
（スロープ部・中心部以外）

国有地
県有地
民有地
首里城の城壁
首里城城郭内
国文化財指定区域（一部）

米軍調査実施時入坑可

将校室
情報班室
航空通信隊室
野築隊室
医療将校室
救助室、薬局

・物理的調査（現状把握）
・考古学的調査（文化財指定）
・土地の権利取得費用
・公開にかかる整備費用

第５坑道（階段部） 民有地
米軍未調査区間であり不確実
性が高い

特になし

・物理的調査（現状把握）
・考古学的調査（文化財指定）
・土地の権利取得費用
・公開にかかる整備費用

第４坑道 民有地
米軍未調査区間であり不確実
性が高い

便所等

・物理的調査（現状把握）
・考古学的調査（文化財指定）
・土地の権利取得費用
・公開にかかる整備費用

C
整備・公開に際し課題が多い
区間

区分

B
段階的に整備を検討する区
間
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第１坑口

第１坑道

（スロープ部）

第１坑道

（中心部）

第２坑道

第３坑道

第１坑道

（スロープ部・中心部以外）

第５坑道

（階段部以外）

第５坑道

（階段部）

第５坑口

壕配置図（箇所・区間分割案）
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